
 

 

 

民 主 島 根 （1） 2020年 6月 7日 

中
国
電
力
島
根
原
発
に
あ

る
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
一
時
的
な
保
管
な
ど
に
使

う
「
サ
イ
ト
バ
ン
カ
建
物
」

で
巡
視
業
務
を
怠
る
法
令
違

反
が
相
次
い
で
い
た
問
題

で
、
日
本
共
産
党
県
議
団
は

５
月
１
８
日
、
中
電
島
根
支

社
を
訪
れ
、
実
効
あ
る
再
発

防
止
策
や
徹
底
し
た
情
報
公

開
と
と
も
に
、
原
発
安
全
神

話
か
ら
決
別
し
、
原
発
ゼ
ロ

を
決
断
す
る
よ
う
申
し
入
れ

ま
し
た
。（
２
面
関
連
） 

中
電
は
、
２
月
１
６
日
の

巡
視
業
務
を
怠
っ
て
い
た
こ

と
を
同
１
９
日
に
公
表
。
そ

の
後
の
調
査
で
２
０
０
２
年

度
以
降
、
８
人
が
計
３
２
日

巡
視
業
務
を
実
施
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
発
覚
し
ま
し

た
。 尾

村
利
成
県
議
は
、
不

正
・
不
祥
事
を
繰
り
返
す
根

本
原
因
に
、
①
福
島
原
発
事

故
の
教
訓
を
真
摯
に
学
ば
ず

2020年 

 

 

 

て
る
」
（
２
位
・
２
０
代
女
性
）
「
話

し
聞
け
！ 

ス
マ
ホ
い
じ
る
な
！ 

『
メ
モ
で
す
が
』
」
（
３
位
・
４
０
代

男
性
）
―
―
第
一
生
命
保
険
が
５
月

２
８
日
に
発
表
し
た
「
第
３
３
回
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

上
位
３
句
▼
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
悲
哀

や
夫
婦
の
悲
喜
こ
も
ご
も
、
日
常
生

活
の
一
コ
マ
を
川
柳
に
し
た
た
め
た

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
」
を
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
。
そ
の
歴
史
は
古

く
、
１
９
８
７
年
に
一
般
公
募
を
始

め
、
３
０
年
余
り
に
わ
た
っ
て
社
会

を
映
し
て
き
た
▼
今
年
は
、
昨
秋
ま

で
に
寄
せ
ら
れ
た
５
万
３
１
９
４
句

か
ら
第
一
生
命
が
選
ん
だ
１
０
０
句

を
対
象
に
、
全
国
８
万
６
５
４
２
人

が
投
票
し
て
順
位
を
決
め
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴

う
世
相
の
変
化
は
反
映
さ
れ
て
い
な

い
が
、
１
０
０
句
の
中
に
は
「
も
う

来
た
の
？ 

ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
と 

 

我
が
夫
」（
７
７
位
）、「
居
場
所
な
く 

近
所
の
ベ
ン
チ
で 

テ
レ
ワ
ー
ク
」

（
９
２
位
）
な
ど
、
今
の
暮
ら
し
に

通
じ
る
内
容
も
▼
第
一
生
命
に
よ
れ

ば
、
２
０
、
３
０
歳
代
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

ち
な
ん
だ
作
品
へ
の
投
票
が
多
く
、

４
０
歳
代
以
上
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
戸
惑
い
に
関
す
る
句
に
人
気
が
集

ま
っ
た
と
い
う
。
担
当
者
は
「
コ
ロ

ナ
で
働
き
方
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
方
が
変
わ
っ
た
。
次
回
は

コ
ロ
ナ
を
受
け
た
新
し
い
生
活
の
あ

り
方
が
詠
ま
れ
そ
う
だ
」
と
話
し
て

い
る
▼
笑
い
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー

（
Ｎ
Ｋ
）
細
胞
を
活
性
化
さ
せ
、
が

ん
細
胞
や
体
内
に
侵
入
す
る
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
抵
抗
力
を
高
め
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
日
常
生
活
で
笑
い
の

も
と
を
探
し
な
が
ら
免
疫
シ
ス
テ
ム

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
。（
遠
） 

「
我
が
家
で
は 

最
強
ス
ク

ラ
ム 

妻
・
娘
」
（
１
位
・
５

０
代
男
性
）
「
パ
プ
リ
カ
を 

食
べ
な
い
我
が
子
が 

踊
っ
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②
「
原
発
は
事
故
を
起
こ
さ

な
い
」
と
い
う
安
全
神
話
に

浸
か
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る

と
指
摘
。
中
電
の
調
査
結
果

は
根
源
的
な
原
因
分
析
が
で

き
て
い
な
い
と
述
べ
、「
島
根

原
発
の
稼
働
は
断
念
す
べ
き

だ
」
と
迫
り
ま
し
た
。 

大
国
陽
介
県
議
は
「
不

日
本
民
主
青
年
同
盟
島
根

県
員
会
は
５
月
１
８
日
、
県

に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

申し入れる県議団、松江、出雲の各市議ら（中電島根支社） 

黒
川
弘
務
前
東
京
高

検
検
事
長
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
て
い
た
さ
な

か
、
賭
け
マ
ー
ジ
ャ
ン

を
行
っ
て
い
た
事
実
を

認
め
辞
任
し
た
こ
と
を

受
け
、
松
江
市
で
は
５

月
２
２
日
、
日
本
共
産

党
の
尾
村
利
成
県
議
、

岩
田
剛
東
部
地
区
委
員

長
が
宣
伝
し
ま
し
た
。

（
写
真
） 

尾
村
県
議
は
不
要
不

急
の
外
出
自
粛
が
求
め

ら
れ
、
国
会
で
は
黒
川

氏
自
身
の
定
年
延
長
が

発
端
と
な
っ
た
検
察
庁

法
改
定
案
を
め
ぐ
り
緊

迫
し
た
状
況
に
な
っ
て

い
る
の
に
も
関
わ
ら

ず
、「
３
密
」
の
マ
ー
ジ

ャ
ン
に
熱
中
す
る
の
は

余
り
に
も
非
常
識
だ
と

批
判
。
そ
の
上
で
「
辞

任
で
幕
引
き
と
は
い
か

な
い
。
検
察
庁
法
に
反

す
る
違
憲
・
違
法
の
法

解
釈
で
、
定
年
延
長
の

閣
議
決
定
を
行
っ
た
安

倍
政
権
の
責
任
が
問
わ

れ
る
」
と
述
べ
、「
真
相

究
明
と
野
党
が
結
束
し

て
検
察
庁
法
改
定
案
の

廃
案
を
求
め
て
い
く
」

と
訴
え
ま
し
た
。 

正
・
不
祥
事
を
続
け
る
中
電

に
原
発
を
動
か
す
資
格
は
な

い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

地
域
共
生
部
の
金
崎
洋
利

部
長
は
「
再
発
防
止
対
策
を

策
定
し
安
全
文
化
の
醸
成
に

努
め
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

松
江
、
出
雲
の
各
市
議
、
予

定
候
補
が
参
加
し
ま
し
た
。 

ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
学

生
や
青
年
労
働
者
を
守
る
た

め
の
積
極
的
な
支
援
策
を
迅

速
に
行
う
よ
う
要
請
し
ま
し

た
。（
写
真
）
日
本
共
産
党
の

尾
村
利
成
、
大
国
陽
介
の
両

県
議
、
吉
井
安
見
出
雲
市
議

候
補
が
同
席
し
ま
し
た
。 

後
藤
真
実
子
委
員
長
ら
は

こ
の
間
、
民
青
が
取
り
組
ん

だ
「
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る

青
年
生
活
実
態
調
査
」
ウ
ェ

ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
５
２

人
）
で
「
仕
送
り
や
ア
ル
バ

は
農
作
業
に
影
響
が
出
て
い

る
、
国
の
支
援
を
」
な
ど
切

実
な
も
の
で
す
。 

大
平
氏
は
「
さ
ら
に
声
を

高
め
て
一
歩
一
歩
前
進
さ
せ

た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。 

い
批
判
と
要
望
が
出
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
れ

ら
を
ま
と
め
て
志
位
和
夫
衆

院
議
員
を
通
じ
て
国
に
要
請

し
た
も
の
。
厚
生
労
働
省
、

経
済
産
業
省
、
文
科
省
、
財

務
省
、
総
務
省
、
農
水
省
、

防
衛
相
に
対
し
、
１
７
０
項

目
を
超
す
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
内
容
は
「
病
院

の
入
院
患
者
が
昨
年
対
比
１

８
％
減
。
地
域
の
医
療
体
制

確
保
の
た
め
国
の
財
政
措
置

を
」「
新
型
コ
ロ
ナ
で
田
植
え

大
平
喜
信
前
衆
院
議
員
と

中
国
５
県
の
日
本
共
産
党
県

委
員
会
は
５
月
２
１
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
で

文
書
に
よ
る
政
府
要
請
を
行

い
ま
し
た
。 

各
県
の
地
方
議
員
は
こ
の

間
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
現

場
の
声
を
し
っ
か
り
聞
き
な

が
ら
行
政
に
届
け
る
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
自
治
体
や
医
療
関

係
者
な
ど
か
ら
国
へ
の
厳
し

イ
ト
収
入
の
減
少
で
学
費
が

払
え
ず
、
学
校
を
や
め
る
と

い
う
話
も
聞
い
て
い
る
」「
バ

イ
ト
先
が
臨
時
休
業
し
た

が
、
休
業
補
償
が
な
い
」
な

ど
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
と
紹
介
。
学
生
や
事
業

者
に
対
す
る
相
談
窓
口
の
設

置
、
県
立
大
学
を
は
じ
め
県

立
の
教
育
機
関
の
学
費
減
免

制
度
や
県
独
自
の
給
付
型
奨

学
金
制
度
の
創
設
な
ど
を
求

め
ま
し
た
。 

県
の
担
当
者
は
「
国
の
制

度
の
動
き
も
見
な
が
ら
大
学

と
一
緒
に
支
援
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し

た
。 


